
I C T 活用で体育授業の運動量は減る？増える？ 
 

日田市立高瀬小学校 岩﨑 敬 
 

 学期の途中からですが、紙媒体の学習カードを取りやめタブレット端末の活用を続けました。 

 

 

提出するテキストは授業のめあ

てに応じて自己評価 

ピンク・・・できた 

黄色・・・・どちらかというと 

できた 

水色・・・・できなかった 

に分類して提出 

29 回踊ったということは、45分の中で 30 分も踊ったということになります。 

そして、単元の終盤 

最初は黄色ばかり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット端末は 
 

・音楽プレーヤー 

・再生用のディスプレイ 

・自分たちの動きを確認する鏡 

・自分たちで踊りを編集する記録媒体 
 

などとなって、子どもたちの学びをサポート

していました。 



 

 

 

 ICT は授業者がどこでどう使うかを整理して活用していけば、運動量が減るどころか運動量が増

えたように感じました。また体育授業は、マネジメント、学習指導、運動学習、認知学習の４場面

に分類されますが、ICT を活用することにより、学習指導と認知学習がスムーズに行われ、結果と

して運動学習の時間も十分確保されました。（よく運動するので給水をこまめにとりました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ダンスの後に１時間だけ「側転」の授 

業を行いました。技の出来栄えを動画で 

提出してもらいましたが、送られてきた 

子どもたちの技の動画を一覧で見てみる 

と今までの自分になかった新たな考えが 

出てきました。今までも肉眼で一人ひと 

りをよく見ていたつもりですが、まだま 

だ自分の授業には改善の余地がたくさん 

あることに気づかされました。 



単元後にダンス授業８時間の態度（楽しい・恥ずかしい・その他）の変化を Yチャートで分類して

もらいました。 

 

 

ロイロノート・スクールにあるシンキングツール 

 
出典：ロイロノート ・スクール「シンキンングツールを学ぶ」より 

日田市の端末では授業支援ツー

ルとしてロイロノート・スクール

が取り入れられています。ロイロ

ノート・スクールにはたくさんの

シンキングツールも用意されて

いるため、子どもたちの運動技能

の向上だけでなく、態度や思考・

判断の面においても有効に授業

で活用していきたいです。 


